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1.鳥取県宮内 1号墓第 2主体例　2. 鳥取県宮内 3号墓第 1主体例
3. 鳥取県宮内 3号墓 SX05 例　　 4. 鳥取県宮内 3 墓 SX01 例
5. 兵庫県妙楽寺墳墓群 A4 区第 2主体例　6 ･ 7. 県原目山墳墓






















































第 4図　双孔 等の出土地と共伴する副葬品 (後期後半 -終末期 )






















































第 5図　鉄製釧および鉄製小形円環出 (後期後半 -終末期 )

























































































































































第７図　漢魏鏡出土墳丘 ･ 墳と主要共伴副葬品 (弥生時代終末期 -古墳時代初頭前後 )










































































































     関わらず，少なくとも数基以上の同形式埋葬が繰り返されることによって特定の集団の墓
     域とみなしうるもので，10点前後あるいはそれ以上の副葬鉄器がみつかった墓群を便宜的
     にさす。　
（2）  福岡県小郡市横隈狐塚遺跡などがある。
     速水信也『横隈狐塚遺跡』Ⅱ，（小郡市教育委員会，1985 年）。
（3）  筑前東部地域から豊前地域については，福岡県鞍手郡若宮町･宮田町汐井掛遺跡や同県北九
     州市高津尾遺跡，福岡県京都郡豊津町徳永川ノ上遺跡，福岡県築上郡大平村穴ヶ葉山遺跡
     などがある。
     池辺元明編『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告』XXVⅢ（福岡県教育委員会，1979年）。 
     池辺元明編『若宮宮田工業団地関係埋蔵文化財調査報告』第 2集（福岡県教育委員会，1980
     年）。柴尾俊介編『高津尾遺跡（16区の調査）-九州縦貫自動車道関係文化財調査報告 25-』
     4（北九州市埋蔵文化財調査報告書第102集，（財）北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室，
     1991 年）。柳田康雄編『徳永川ノ上遺跡』Ⅱ（一般国道 10号線椎田道路関係埋蔵文化財調
     査報告第 7集，福岡県教育委員会，1997 年）。伊崎俊秋・緒方泉『土佐井ミソンデ遺跡・穴ヶ
     葉山 4号墳・穴ヶ葉山墳墓群』（大平村文化財調査報告書第 7集，大平村教育委員会，1991 年）。
     　さらに，九州南部では，宮崎市石ノ迫第 2遺跡や宮崎県児湯郡新富町市川床遺跡群などが
     ある。
　   鳥枝誠・稲岡洋道・宇田川美和『石ノ迫第 2遺跡』（宮崎市文化財調査報告書第 40集，宮崎
     市教育委員会，1999 年）。『川床遺跡』（新富町教育委員会，1986 年）。
（4）  弥生時代後期の各地の墳墓や墓壙の規模と鉄器副葬頻度の相関の地域的差異については，次
     の文献で述べた。
     野島永「弥生時代の鉄器副葬をめぐって」（『考古学ジャーナル』No.491，ニュー･サイエン
11
     ス社，2002 年，6～ 10頁）。
（5）  岡山県御津郡御津町みそのお墳墓群や鳥取県東伯郡東郷町宮内墳墓群などがある。
     椿真治・氏平昭則他『みそのお遺跡』（岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 87，岡山県教育委員
     会，1993 年）。原田雅弘・濱田竜彦・遠藤秀光他『宮内第 1遺跡・宮内第 4遺跡・宮内第 5遺跡・
     宮内2～63・65号墳』（鳥取県教育文化財団調査報告書48，（財）鳥取県教育文化財団，1996年）。
（6）  松木武彦「副葬品からみた古墳の成立過程」（『国家形成期の考古学』大阪大学考古学研究
     室 10周年記念論集，大阪大学考古学研究室，1999 年，185 ～ 204 頁）。
（7）  兵庫県豊岡市上鉢山・東山墳墓群や京都府中郡大宮町三坂神社墳墓群・同町左坂墳墓群・同 
     町今市墳墓群などがある。
     瀬戸谷晧編『豊岡市上鉢山・東山墳墓群』豊岡市文化財調査報告書第 26集・豊岡市立郷土
     資料館報告書第 26集，豊岡市教育委員会，1992 年）。今田昇一・肥後弘幸他『三坂神社墳墓群・
     三坂神社裏古墳群・有明古墳群・有明横穴群』（京都府大宮町文化財調査報告書第 14集，
     大宮町教育委員会，1998 年）。今田昇一『左坂墳墓群発掘調査現地説明会資料』（大宮町教
     育委員会，1993 年）。肥後弘幸・細川康晴「左坂墳墓群（左坂古墳群 G支群）」（『埋蔵文化
     財発掘調査概報』京都府教育委員会，1994 年）。橋本勝行・中川和『今市古墳群・墳墓群・
     経塚発掘調査概報』（大宮町文化財調査報告第 19集，大宮町教育委員会，2001 年）。
（8）  京都府中郡峰山町赤坂今井墳丘墓や同府与謝郡岩滝町大風呂南 1号墓などがある。
     黒坪一樹・石崎善久「赤坂今井墳丘墓・今井城跡・今井古墳発掘調査概要」（『京都府遺跡
     調査概報』第 92冊，（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター，2000 年，1～ 20頁）。石
     崎善久『赤坂今井墳丘墓第 3次発掘調査概要報告』京都府遺跡調査概報第 100冊，（財）京
     都府埋蔵文化財調査研究センター，2001 年）。白数真也・肥後弘幸他『大風呂南墳墓群』岩
     滝町文化財調査報告書第 15集，岩滝町教育委員会，2000 年）。
（9）  福井県吉田郡松岡町乃木山古墳，石川県河北郡津幡町七野墳墓群などがある。
     松井政信「乃木山古墳」（『発掘された北陸の弧運報告資料集』（まつおか古代フェスティバ
     ル実行委員会）74～ 77頁）。田中健一「七野墳墓群発掘調査」（『石川県立埋蔵文化財センター
     所報』第 39号，石川県立埋蔵文化財センター，1993 年，5頁）。
（10）長野市篠ノ井遺跡群の円形周溝墓や群馬県渋川市有馬遺跡の礫床墓などがある。
     田中正治郎・澤谷昌英他『北陸新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書』4（（財）長野県埋蔵文
     化財センター発掘調査報告書 33，長野県教育委員会・（財）長野県埋蔵文化財センター，
     1998 年）。佐藤明人編『有馬遺跡』Ⅱ（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団発掘調査報告書
     第 102 集，群馬県教育委員会・（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団，1990 年）。
（11）佐賀県唐津市桜馬場甕棺墓や佐賀県神崎郡東背振村三津永田 104号甕棺墓の他に，佐賀県
     神崎郡東背振村横田石棺墓などがある。
     杉原荘介・原口正三「佐賀県桜馬場遺跡」（日本考古学協会編『日本農耕文化の生成』本文
     編，東京堂，1961 年，133 ～ 155 頁）。金関丈夫・坪井清足・金関恕「佐賀県三津永田遺跡」
     （日本考古学協会編『日本農耕文化の生成』本文編，東京堂，1961 年，157 ～ 172 頁）。木




     濱田・遠藤他文献） 251 ～ 262 頁。御教示いただいた池淵俊一氏に感謝したい。
（15）中村由美･宮村良雄･瀬戸谷晧･松井敬代『豊岡市妙楽寺墳墓群』豊岡市文化財調査報告書第
     32 集，豊岡市教育委員会，2002 年，105 ～ 106 頁）。実見に御配慮いただいた瀬戸谷晧氏に
     感謝したい。
（16）福井市史編纂委員会編「原目山墳墓群」（『福井市史』資料編 1，考古，福井市，1990 年）。佐々
     木勝「福井県の鉄製品の様相 -北陸地域の墳墓出土資料を中心として -」（『平成 13年度環
     日本海交流史研究集会　鉄器の導入と社会の変化』（財）石川県埋蔵文化財センター，2002 年，
     56 ～ 93頁）。なお，出土遺物の全容については未報告のため詳らかではない。実見に御配
     慮いただいた松村知也氏に感謝したい。
（17）注（9）松井文献。実見に御配慮いただいた松井政信氏と佐々木勝氏に感謝したい。
（18）野島永･高野陽子「近畿地方北部における古墳成立期の墳墓（3）｣（『京都府埋蔵文化財情報』
     第 83号，（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター，2002 年，25～ 36頁）。
（19）斎藤基生･可児光生･磯谷祐子『伊瀬栗地遺跡発掘調査報告書』（美濃加茂市教育委員会，
     1994 年）。御教示いただいた藤村俊氏と磯谷祐子氏に感謝したい。
（20）神奈川県平塚市王子ノ台遺跡 5号方形周溝墓や千葉県市原市 211号土坑などから出土した
     関東の刃関双孔鉄剣の茎には鹿角片が遺存しているものがある。
     宮原俊一「王子ノ台遺跡出土の鉄剣と類例」（『王子ノ台遺跡』第Ⅲ巻，弥生･古墳時代編，
     東海大学，2000 年，654 ～ 658 頁）。
12
     　なお，川越哲志氏は，叉状角製品･鹿角製有鉤短剣を鉄短剣の祖源とした。東日本では，縄
     文時代以来，それらを狩猟技術に長けた集団統率者の所持品としたとして，鹿角製短剣が
     縄文時代以来の伝統的な集団統率者の地位表徴であることを指摘している。     
     川越哲志「鉄剣･短剣の歴史的意義」（『弥生時代の鉄器文化』雄山閣出版，1993 年，182 ～
     184 頁）。
     　また，大前篤子氏も，角製鳥形短剣･鹿角製有鉤短剣を鹿角製把頭（有角柄装具）鉄剣の
     祖源とし，鹿角の鉤部から儀器としての呪的機能を想定する。
     大前篤子「刀剣装具の装飾とその社会的意義―木製･鹿
（ママ）
製刀剣装具を中心に―」（『滋賀史学
     会誌』第 13号･特集号，滋賀史学会，2001 年，69～ 88頁）。
（21）柴暁彦「丹後国営農地開発事業（東部･西部地区）関係遺跡　平成 8年度発掘調査概要　（1）
     奈具谷遺跡」（『京都府遺跡調査概報』第 76冊，（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター，
     1997 年，2～ 29頁）。宍戸信悟他『砂田台遺跡』Ⅰ（神奈川県立埋蔵文化財センター，1989 年）。
     宍戸信悟他『砂田台遺跡』Ⅱ（神奈川県立埋蔵文化財センター，1991 年）。
（22）山口県熊毛郡田布施町国森古墳や広島県山県郡千代田町中出勝負峠 8号墳などがある。
     乗安和二三『国森古墳』（田布施町教育委員会，1988 年）。佐々木直彦編『歳ノ神遺跡群･中
     出勝負峠墳墓群』（広島県埋蔵文化財調査センター調査報告書第 49集，（財）広島県埋蔵文
     化財調査センター，1986 年）。
（23）弥生時代から古墳時代初頭の鉄槍については，菊地芳朗氏の次の論考を参考にした。
     菊地芳朗「前期古墳出土刀剣の系譜」（『雪野山古墳の研究』考察編，雪野山古墳発掘調査団，
     1996 年， 49 ～ 82頁）。
      第 4回古代武器研究会（2003 年 1月 11 ･ 12 日，滋賀県立大学）において，刃関双孔鉄剣の
     類例や鉄槍について豊島直博氏より御教示いただいた。感謝したい。
（24）小形で厚みのある定角式鉄鏃・柳葉式鉄鏃・鑿頭式鉄鏃をさす。松木武彦氏の論考に詳しい。
     松木武彦「前期古墳副葬鏃の成立と展開」（『考古学研究』第 37巻第 4号，考古学研究会，
     1991 年，29～ 58頁）。
（25）田中新史「市原市神門 4号墳の出現とその系譜」（『古代』第 63号，早稲田大学考古学会，
     1977 年，1～ 21頁）。小沢洋「高部 32号墳･ 30 号墳の概要」（埋蔵文化財研究会編『前期
     前方後円墳の再検討』発表要旨･資料集，第 38回埋蔵文化財研究集会，埋蔵文化財研究会，
     1995 年，156 ～ 174 頁）。    
（26）小久貫隆史･高梨友子『東関東自動車道（千葉･富津線）埋蔵文化財調査報告書―袖ヶ浦市
     椿古墳群―』8，（日本道路公団･（財）千葉県文化財センター調査報告第 410集，千葉県文
     化財センター，2001 年）。
（27）町田章「環刀の系譜」(『研究論集』Ⅲ，奈良国立文化財研究所，1976 年 )。
（28）野島永「古墳時代初頭の鉄器について」（『近藤義郎古稀記念考古文集』考古文集編集刊行会，




     大学文学部考古学研究室，2000 年）。を参考にして作成。
第3図　注（5）原田・濱田・遠藤他文献，注（15）文献，注（16）文献の各実測図を改変，再トレース
     して使用。
第6図　金子浩昌「新保田中村前遺跡出土の骨角製品」（下城正編『新保田中村前遺跡』Ⅳ，（財）
     群馬県埋蔵文化財事業団発掘調査報告書第176集，（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団，1994
     年）。第3図（13頁）を改変，再トレースして使用。
第7図・第9図　埋蔵文化財研究会『定型化する古墳以前の墓制』（第24回埋蔵文化財研究集会，
     埋蔵文化財研究会，第Ⅰ･Ⅱ分冊，1988 年）。埋蔵文化財研究会『倭人と鏡－日本出土中国鏡の
     諸問題－』（第35回埋蔵文化財研究集会，埋蔵文化財研究会，第1 ･2分冊，1994 年）を参考にし
     て作成。
第8図　注（10）佐藤文献，注（25）田中文献から実測図を一部合成して作成。
